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産業クラスターによるイノベーション創出戦略 

 

 一党独裁でありながら，国内各地において企業間連携や産学官連携等による産業クラスター戦略の推進で

ダイナミックな経済状況が見られるのが中国とベトナムである。 

 産業クラスター戦略に関する活動を積極的に展開させている中国とベトナムのイノベーション・システムを考

察することは，わが国のみならずアジア各国における産業政策の実施やビジネスモデルの展開，および疲弊し

た地域の開発や地域活性化において，非常に参考になることである。 

 そのイノベーション・システムを考察することで，わが国成長のヒントを探る。 
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